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臨海訓練２ 

引率と補助生徒 

 臨海訓練には多くの教職員が関わりました。平成６（1994）年度臨海訓練の教職員用しおりが残っていたの

で、これを例にとります。なお、それまで前後団の２団編成で行っていた臨海訓練が平成5（1993）年から10

クラス一挙に実施することになりました。 

 実施日時は7月26日から28日の２泊３日、参加生徒は19期１年生.360人（10クラス）の在籍生徒のうち

354名が参加。引率は学年団の担任10名、副担任10名、さらに団長の有吉校長、養護教諭、その他の教員が

23名で生徒たちの水泳指導を行い、総計43名の教員が参加しています。当時の所属教職員（行政を除く）66

名のうち65％の教員が参加しているのです。 

 バディシステムを取り入れてパートナーを意識させ、点呼の時、必ずパートナーがいるかどうかを確認するな

ど、慎重を期していても、なかなか目が届かない部分もあり、２・３年生で運動部員や、泳力の優れた生徒を

「補助生徒」として協力してもらいました。平成６（1994）年の補助生徒は男子18名、女子14名、うちバス

ケットボール、ラグビー、バレーボールと情報処理部の各クラブ員が中心でした。 

 生徒は泳力によってSA（スペシャルA）、A、B、C、Dに分け、それぞれの班に教員一人、補助生徒一人が

つきました。教職員と補助生徒は統一されたTシャツを着用、すぐにスタッフと分かるようにしていました。こ

のTシャツは教職員と同じデザインで色違い、教職員は白色、補助生徒は黄色のTシャツを着て、１年生の支援

を行いました。 

 水泳指導は危険が伴うので、事前の準備で竹

ブイ（竹を束ねて掴まれるようにしたもの）や

筏を設置、さらに動力船を４隻配置。遠泳では

すべての船を周辺に付け、３㎞の遠泳をSA、A

班で行いました。そのすべてに補助生徒が頑

張ってくれました。今思えば、補助生徒の皆さ

んがいなければ、臨海訓練という行事は成功し

なかったでしょう。補助生徒は、教職員ととも

に、１年生の行事の運営スタッフとして縦横無

尽に活躍してくれました。この行事を経て、２

年生、３年生の自覚も高まり、学校の中核と

なってくれました。 

1994年臨海訓練の準備体操  黄色いTシャツが補助生徒である。 

東浜海水浴場沖合の飛び込み台 

https://www.osaka-c.ed.jp/izumitottori/custom91.html 


